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ること、更に、運動終了の 24 時間後まで長~I く超国復が観察された皮質と海馬のグリコゲンは、運動トレー
ニングにより安静時濃度を増加させることも確認した。
これら一連の新しい知見は、脳グリコゲンが長時間運動時に分解・利用され減少し、その後の超回復を基
盤として、運動トレーニングによる代謝適応を起こすことを初めて示唆した。更に、長時間運動時の脳グリ
コゲン減少は中枢性疲労の新たな指標となる可能性も示したことから、脳グリコゲンを指標とした、中枢疲
労を軽減するための運動・栄養処方の開発につながるかもしれない。本論文は、運動による脳グリコゲン代
謝という運動生理・生化学研究の新たな研究課題の開拓に寄与した非常に有意義な研究であるとして専門委
員会で高く評価された。
平成24年1月13日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(体育科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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